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倉
光

の
天
神
社
と
楢
崎
氏

行
延
土
居
城
、
中
島
に
あ

・り
、
岡
崎

（申
島
）
二
郎
延
実
の
居

燎
■
江
良
憲
実‐
の
合
弟
で
延
文

（
一
二
五
六
～
六
〇
）
の
足
利
尊

■
の
丼
州
遠
征
に
加
わ
り
武
功
が
あ
り
、
そ
の
賞
と
ｔ
て
、
申
世

岩
成
魔
ど
に
ゎ
れ
た
こ
が
近
辺
を
兄
弟

一
旋
で
領
ｔ
た
。

江
良
・
中
島
・
倉
光
・
近
■
氏
等
で
あ
ち
。　
　
　
　
　
一　
一
・

一
工
良
■
は
績
察
将
軍
の
時
鎌
倉
に
仕
え
た
三
州
の
士
で
あ
っ
て

後
●
中
の
中
島
に
住
み
中
島
を
称
ｔ
て
い
た
。ヽ
後
毛
利
に
仕
え
た

申
島
大
炊
介
は
二
郎
廷
実
の
末
裔
で
あ
る
。　
一

一
Ｉ
嗅
忠
実
は
九
州
■
暉
沖
―
汰
宰
府
升
薔
〓
に
願
を
■
け
功
積

が
な
つ
た
０
で
ヽ
天
満
宮‐
を
勧
驚
し
て
壮
臓
を
倉
光
の
地
に
建
て

一岡
絆

一
党
の
■
棒
と
し
■
ｏ
そ
れ
は

＾
一
二
五
状
）
今
よ
り
六
百

三
十
二
年
前

―の

―創
建
と
言
わ
れ
て
い
る
０
　
　
一　
　
・
　

　

・

生
き
て
い
た
悔
軍
随‐
一
の
智
将
江
良
■
後
守

毛
利
な
０
興
亡
を
鮨

‐け
た
厳
場
合
戦
σ
初
期
、
悔
■
■
の
陣
中

に
あ
な
岩
田
義
珀
院
城
主
ヽ
江
良
丹
後
守
興
房
父
子
が
日
の
上
の

■
ブ
的
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
江
良
丹
後
守
父
子
を
ｔ
ん
と
か
し

な
ヶ
れ
ば
ど
苦
慮
し
て
い
た
矢
た
、
元
就
の
住
む
郡
山
城
下
κ
靖

賢
の
■
卜
に
派
遣
ｔ
た
盲
目
０
琵
琶
法
師
よ
化
け
た
天
野
左
青
欄

“

入
道
圭
奄
流
れ
込
ん
で
来
た
い
元
就
は
ス
メ
イ
と
知
り
な
がヽ
，
メ

一

れ
を
捕
え
る
こ
と
な
↑
、
こ
れ
を
逆
利
用
す
る
こ
と
を
考
ぇ
た
。

江
良
父
子
が
元
就
に
■
通
し
て
い
な
よ
う
な
■
手
紙
を
現
せ
た
、

圭
奄
は
そ
し
ら
な
顔
を
し
な
一
ら
ん
心
大
い
に
驚
ろ
〓
ヽ
そ
０
■

の
う
ち
に
一
日
散
ｔ
靖
責
ｒ
報
告
し
た
「　
　
　
　
・

こ
こ
で
思
慮
あ
る
武
将
な
れ
ば
元
就
，
謀
略
ぐ
ら
い
は
見
抜
く

卸けば”ｒ襲燿組雌な姉凛”耗鯖諄［師̈
”″将皿神一詢
・

言
っ
て
有
無
を
言
わ
せ
ず
討
ぢ
取
っ
■
。
と
書
苺
大
平
ｔ
■
は
書

ぃれ枚ぃ住る‐“ｒ罐に『卸紳籠恥後‐た「ぼ敷朔爆“勒つがれ肛

難
し
て
ェ
良
社
に
な
促
し
て
い
た
ど
記
≡
…れ
て
い
る
●
　
　
　
一

毛
私
の
中
■
地
方
潮
■
の
■
は
一人
目
を
思
び
一
福
島
時
■
に
■

二
男
弾
之
〓
が
等
意
‐と
す
る
″
長
剣
の
資
い
手

″
も
っ
て
出
世
し

た
。
或
る

ｒ
，
同
僚
と
共
に
広
島
湾
で
釣
り
を
楽
し
ん

，だ
サ
弾
之

軍
を
嫉
一
者
き
が
館
術
論
を
吹
き
か
け
、
あ
げ
く
っの
果
ｔ
刃
を
抜

い
で
締
ヶ
か
か

っ
た
の
で
来
た
０
．で
、
弾
之
重
も
止
む
な
く
応
戦

し
て
〓
謀
者
十
二
人
を
折
り
■
ｔ
江
良
村
て
帰
つ
父
に
そ
の
状
を

(7)



告
げ
た
の
で
あ
る
一
そ
こ
え
福
島
家
の
勇
士
四
、
五
十
人
が
討
手

と
し
て
や
っ
て
来
た
「
弾
之
重
は
家
来
と
共
に
戦
い
な
が
ら
上
岩

成
の
小
藤

‐山

（■
■

‥
山
）
に
登
ろ
う
と
し
た
が
、
塚
来
は
倉
光
村

で
討
た
れ
た
。
天
伸
詞
眸
の
塚
は
従
者
の
墓
で
、
葬
之
壺
は
山
上

で
計
死
し
た
。
父
丹
後
は
婦
女
子
を
こ
こ
か
し
こ
に
隠
し
て
弾
之

亜
を
助
け
る
べ
く
後
を
追

っ
た
が
追
跡
し
て
来
た
数
人
を
切
り
殺

し
力
尽
き
て
優
れ
た
、
往
年
の
勇
者
も
勇
者
も
厳
島
合
戦
よ
り
経

る
こ
と
四
十
六
～
七
年
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
齢
も
八
十
歳
を
越

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。　
　
　
・

¨
こ
つ
三
八
の
奮
斗
に
よ
り
、
福
島
家
中
の
討
手
の
大
半
は
討
た

れ
て
■
ぅ
た
と
い
う
ｏ
江
良
父
子
の
基
は
小
藤
油
の
麓
に
有
る
。

こ
の
勇
者
の
家
系
を
永
く
保
存
す
る
た
め
、
福
島
家
改
易
後
当

一．

・橋
崎
氏
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

時
府
中
に
居
た
楢
崎
三
河
守
豊
景
の
孫
が
名
跡
を
継
ぎ
、
性
を
楢

崎
と
し
た
。
あ
る
い
は
江
良
父
子
０
血
縁
者
で
あ
ろ
う
。

参
考
の
為
め
の
朝
山
二
子
城
主
僣
崎
氏
の
家
絆

楢
崎
家
の
家
祖
Ｏ
ｌ
豊
信
は

「
保
元
の
乱
」
で
父
義
広
が
殺
さ

れ
た
０
で
、
兄
義
輌
と
共
に
駐
河
目
奄
原
山
中
に
か
く
れ
住
ん
で

い
た
が
ヽ
長
し
て
源
頼
朝
に
仕
之
元
歴

・
文
治

（
一
一
八
五
）
に

軍
功
に
依
り
、
正
治
二
年

（
一
二
〇
０
）
正
丹
近
江
国
栗
本
部
・を

賜
り
、
同
年
二
月
備
後
目
声
日
郡
の
地
頭
職
に
補
せ
ら
れ
朝
山
二

子
城
を
築
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

濠
ｉ

■

広
　

　

　

①
言

桂

Ｆ

ｇ

ｉ
菱

蔀

肇

９

仁
幸
砕

・Ｐ

ｉ

囃

ｆ
ｏ
舞

』

１

８

武

クの

８
二
維
職
ヤ
理
兼

①
元
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
載
　
一
Ｌ
僣
確
Ｆ

０
１
‥
声
日
〓
の
地
頭
職
Ｏ
豊
■
の
事
日
　
　
　
　

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
の
地
頭
職
を
賜
い
、
軽
山
二
子
■
を
築
き
子
孫
こ
こ
に
Ｉ
ｔ
ｔ
ｉ
氏
を‐
称
し
、
の
ち
子
社
氏
に
仕
う
。

足
利
尊
氏
０
と
き
０
宇
多
量
武
は
功
に
よ
り
声
田
一
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